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審 査 結 果 の 要 旨 
 





が約 30%存在することから，本研究では日常診療で汎用される G 分染法によって解析した染色体異
常の状態がR-CHOP(類似)療法で治療されたDLBCLの予後に与える影響について後方視的に解析し，
免疫化学療法時代において予後不良病態に関わる染色体異常について検討した． 
2006 年 1 月から 2014 年 4 月までの間に当院を含む 3 施設で DLBCL と診断された症例のうち，
治療開始前に病変部の生検組織を検体として G 分染法による染色体分析が実施され，R-CHOP 療法，
またはそれに準じた治療が施行された 120 例を解析対象とした．染色体分析結果については，染色
体構造異常や数的異常のほか，核型進展等によって異なるパターンの染色体異常が一検体に同時に
存在する際の異常パターン数を本研究では chromosomal abnormality variation (CAV)と定義し，これら
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